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奈良県医師会看護専門学校 



 

人間教育学(1 単位・30時間) 

担当者 浅岡 雅子 
開講時期 2 学年 前期 授業形態 講義 

授業目標 1. 多様な価値観や生活背景を持つ対象を理解するために、人間形成における教育の重要性を 

理解する   

2. 人間が生きる社会への関心を持ち、自己の考えを表現することができる  

受講上の 

注意 

講義期間中に１人１回発表を課す 

 

 

授  業  計  画 

第１回 講義の進め方等 

第 2 回 第１部第１章 社会の中の教育と看護 

第 3 回    第２章 教育とは何か「教育の概念」 

第 4 回 
第３章 教育の対象 子ども観と発達 

第５回 

第６回 
第２部第６章 教授 人を教えるということ 

第７回 

第８回    第８章 養護 教育の受け手を見守る 

第 9 回    第９章 発達 教育を受けて成長する 

第 10 回 第３部第 11 章 教育の目標と評価 

第 11 回 第４部第 16 章 ジェンダーとセクシュアリティ 

第 12 回    第 17 章 特別ニーズ教育・インクル―シブ教育 

第 13 回    第 18 章 生涯学習 

第 14 回 講義のまとめ 

第 15 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

医学書院 教育学 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

専門基礎分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

病態薬理学Ⅱ(1単位・30 時間) 

担当者 浅田 香織 単元 薬理学の総論 

開講時期 2 学年 前期 授業形態 講義 

授業目標 看護の実践に活用できる薬物療法を理解できる 

 

受講上の 

注意 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回 抗感染症薬 

第 2 回 抗がん薬 

第 3 回 免疫治療薬 

第 4 回 抗アレルギー薬・抗炎症薬 

第 5 回 末梢での神経活動に作用する薬物 

第 6 回・ 

第 7 回 

中枢神経系に作用する薬物 

第 8 回 循環器系に作用する薬物 

第 9 回 呼吸器・消化器・生殖器系に作用する薬物 

第 10 回 物質代謝に作用する薬物 

第 11 回 皮膚科用薬・眼科用薬 

第 12 回 救急の際に使用される薬物 

第 13 回 漢方薬 

第 14 回 消毒薬、輸液製剤・輸血剤、精神疾患（向精神薬・抗不安剤） 

第 15 回 まとめ／単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「臨床薬理学」「薬理学」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

病態治療学Ⅳ<消化・腎・泌尿>(1 単位・30 時間) 

担当者 小嶌 秀之・前田 純宏 単元 消化器系、腎泌尿器 

開講時期 2 学年 前期 授業形態 講義 

授業目標 Ⅰ.健康障害を持つ対象への看護に必要な病態生理・検査・診断・治療を理解できる 

1.食物を摂取して排泄する機能の障害を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療について理解

できる 

①消化器系に障害を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療について理解できる  

②乳腺疾患を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療について理解できる 

③腎・泌尿器系に障害を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療について理解できる 

受講上の 

注意 

消化器系、腎泌尿器の解剖生理を復習しておきましょう 
 

 

授  業  計  画 

第１回～

第 10 回 

消化器系・ 

乳腺疾患 

20 時間 

(小嶌秀之) 

①症状とその病態生理 

嚥下困難・嘔吐・腹痛・吐血・下血・下痢・便秘・腹水・黄疸・出血傾向・肝

性脳症 

②検査 

糞便検査・肝機能検査・栄養状態のアセスメント・内視鏡検査・肝生検・画像

検査 

③治療 

薬物療法・栄養療法・内視鏡治療・手術療法・放射線療法 

④疾患の理解 

 食道がん・胃・十二指腸潰瘍・胃がん・潰瘍性大腸炎・クローン病・腹膜炎・

虫垂炎・ヘルニア・イレウス・大腸がん・痔核・肝炎・肝不全・肝臓がん・胆

石症・胆管がん・胆のうがん・膵炎・膵臓がん 

⑤乳がんの病態と治療 

第11回～

第 14 回 

腎・ 

泌尿器系 

10 時間 

(前田純宏) 

①症状とその病態生理 

 尿の異常・畜尿症状・排尿症状・尿閉・浮腫・脱水・循環器の異常・血液の異

常・尿毒症 

②検査 

 採尿法・腎機能検査・画像検査・経尿道口操作・膀胱鏡・腎シンチグラフィ・

生検 

③治療 

 薬物療法・手術療法・放射線療法・免疫療法・自己導尿・透析療法・腎移植 

④疾患の理解 

 腎不全と慢性腎臓病・ネフローゼ症候群・IgA 腎症・糖尿病性腎症・尿路結石

症・腫瘍 

第 15 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 消化器 60 点、腎泌尿器 40 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「消化器 成人看護学⑤」医学書院 
「腎・泌尿器 成人看護学⑧」医学書院 



 

 

 

病態治療学Ⅴ<内分泌・血液・アレルギー>(1単位・30時間) 

担当者 樋上 聡美・花本 仁・佐藤 勝紀 

単元 内分泌・代謝、血液・造血器、アレルギー・膠原病 

開講時期 2 学年 前期 授業形態 講義 

授業目標 Ⅰ.健康障害を持つ対象への看護に必要な病態生理・検査・診断・治療を理解できる 
1.身体の働きを調整する機能の障害を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療について理解で

きる 
①代謝・内分泌能に障害を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療について理解できる 
②血液・造血機能に障害を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療について理解できる 
③アレルギー・膠原病の疾患を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療について理解できる 

受講上の 

注意 

内分泌、血液等解剖生理を復習しておきましょう 

 

授  業  計  画 

第１回～

第 7 回 

内分泌・代謝系 

14 時間 

( 佐藤 ) 

①症状とその病態生理 

体重変化・身長の異常・高血糖症状・低血糖症状・容貌の変化・神経筋症

状・循環器症状・消化器症状・皮膚の変化・無月経） 

②検査と治療 

ホルモン濃度測定・ホルモン負荷試験・甲状腺シンチグラフィ・糖尿病に

関連した検査 

③疾患の理解 

巨人症・下垂体腫瘍・橋本病・バセドウ病・甲状腺腫瘍・原発性アルドス

テロン症・クッシング症候群・アジソン病・褐色細胞腫・糖尿病・脂質異

常症・肥満 

第 8 回～

第 11 回 

血液・造血器系 

8 時間 

( 花本 ) 

①症候とその病態生理 

貧血・白血球増加症・白血球減少症・リンパ節腫脹・脾腫・出血傾向 

②検査 

末梢血検査・骨髄穿刺・リンパ節生検など 

③疾患と治療の理解 

貧血・白血病・悪性リンパ腫・造血幹細胞移植・輸血・放射線療法・化学

療法 

単位認定試験 

第12回～

第 15 回 

アレルギー疾患

と膠原病 

8 時間 

(樋上) 

①アレルギー症状と疾患の理解 

②膠原病の症状とその病態生理 

③膠原病の検査と治療 

④疾患の理解    

関節リウマチ・全身性エリテマトーデス・全身性強皮症・多発性筋炎・シ

ェーグレン症候群・ベーチェット病 

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 内分泌 50 点、血液 20 点、アレルギー30 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「内分泌・代謝 成人看護学⑥」医学書院 
「血液・造血器 成人看護学④」医学書院 
「アレルギー膠原病 感染症 成人看護学⑪」医学書院 

 



 

 

病態治療学Ⅵ<小児・生殖機能>(1 単位・30 時間) 

担当者 福井 陽介・西川 恭平・北野 博子 単元 小児、婦人科 

開講時期 2 学年 前期 授業形態 講義 

授業目標 Ⅰ.健康障害を持つ対象への看護に必要な病態生理・検査・診断・治療を理解できる 

1.小児に特有な疾患と生殖機能に障害を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療について理解

できる 

①小児に特有な疾患を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療について理解できる 

②生殖機能に障害を持つ対象の病態生理・検査・診断・治療について理解できる 

受講上の 

注意 

小児、生殖器の解剖生理を復習しておきましょう 

 

 

授  業  計  画 

第１回～

第 10 回 

小児に特有な 

疾患 

20 時間 

 

①新生児の異常（低出生体重児、黄疸） 

②染色体異常（ダウン症候群） 

③代謝性異常（１型糖尿病） 

④アレルギー疾患（食物アレルギー・気管支喘息・アトピー性皮膚炎） 

⑤感染症（呼吸器疾患・気管支炎・肺炎） 

⑥先天性心疾患（心室中隔欠損・心房中隔欠損・ファロー四徴症） 

⑦消化器疾患（腸閉塞・ヘルニア・口蓋裂・食道閉鎖・胆道閉鎖・鎖肛） 

⑧悪性新生物（白血病・芽腫・肉腫） 

⑨腎泌尿器疾患（ネフローゼ・糸球体腎炎） 

⑩神経運動疾患（てんかん・熱性けいれん・筋ジストロフィー・脳性麻痺） 

第11回～

第 14 回 

生殖機能の障害 

10 時間 

(福井陽介) 

（西川恭平） 

①生殖機能に関与する検査・治療 

内診・膣鏡・細胞診・組織診・内視鏡検査・染色体検査・手術療法・ホル

モン療法 

②子宮疾患（子宮筋腫・頸がん・体がん） 

③卵管疾患（卵管がん） 

④卵巣疾患（卵巣の良性・悪性腫瘍） 

⑤月経異常・性機能障害・不妊症・更年期障害 

⑥性感染症 

 性器クラミジア感染症・淋菌・性器ヘルペス・尖圭コンジローマ・梅毒・ 

膣トリコモナス・性器カンジダ症・HIV 

第 15 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 小児 60 点、生殖 40 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「小児臨床看護各論 小児看護学②」医学書院、「女性生殖器 成人看護学⑨」医学書院 
「腎・泌尿器 成人看護学⑧」医学書院 

 



 

 

治療と臨床検査(1 単位・30 時間) 

担当者 田中 利洋・木枕 英俊  単元 放射線、臨床検査 

開講時期 2 学年 前期・後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 健康レベルに応じた、対象のアセスメントに必要な病態生理検査、診断、治療に関する知識を

習得することができる 

1. 放射線診断・放射線治療の原理や種類の特性を理解できる 

2. 放射線診断と放射線治療が、それぞれ医療に果たす役割について理解できる 

3. 安全に検査や知療が行われるために看護師が行うべき準備や検査中の管理について理解 

できる 

4. 各診療科で行われる検査について基礎を理解する 

5. 医師の補助や患者の介助、検体移送などにおける注意事項を理解し、看護や指導に役立て 

ることができる 

受講上の 

注意 

 

 

授  業  計  画 

第１回 

 

第 2・3 回 

 

第 4 回 

 

 

 

第 5・6 回 

 

 

第 7 回 

放射線 

18 時間 

(田中利洋 

太地良佑 

礒橋文明) 

ガイダンス 

放射線医学の成り立ちと意義 

①医療における放射線医学の役割 

②放射線医学の歴史         （田中） 

画像診断 
①画像診断の種類・特徴（X 線、CT 撮影、MRI、

超音波、血管造影、IVR.核医学など） （丸上） 

放射線治療 

放射線治療総論 

 

 

①放射線治療の原理、基礎       

②放射線治療の特徴と目的 

③正常組織への有害反応 

④照射法の種類           （礒橋） 

放射線療法各論 

 

 

①脳腫瘍・喉頭がん・肺がん・乳がん・直腸がん・

膵がん・前立腺がん・子宮がん・悪性リンパ腫・

骨転移・脳転移・小児がんなど）  （礒橋） 

放射線による障害と防護 ①放射線障害 

②放射線防護            （田中） 

第 8 回・ 

第 9 回 

【演習】 放射線診療部の施

設見学 

(奈良県立医科大学付属病院) 

① 放射線治療の実際     

②放射線治療の留意事項 

③放射線診療部の構造と仕組み 

第10回～

第 15 回 

 

臨床検査 

12 時間 

(木枕英俊) 

臨床検査の基礎 臨床検査の基礎 

主な臨床検査 臨床検査の流れと看護の役割 

臨床検査（一般検査、血液検査、化学、免疫、血

清、内分泌、微生物、病理学、生体検査） 

単位認定試験  

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 放射線 60 点、臨床検査 40 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「臨床放射線医学」医学書院 

「臨床検査」医学書院 

 



 

 

社会福祉と社会保障(1単位・30時間) 

担当者 片山 美惠子 
開講時期 2 学年 前期 授業形態 講義・演習 

授業目標 1. 社会保障・社会福祉制度の基本的構造や内容について理解する 

2. 社会福祉と社会保障の現状と課題を理解し、看護活動に役立てるための視点を身に着ける 

受講上の 

注意 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回 社会保障制度の概要  

社会保障の概念、目的、体系、社会保障の内容、所得保障、医療保障、社会福祉サービス 第 2 回 

第 3 回～

第 5 回 

現代社会の変化と社会保障 

現在社会の変化、総人口、出生数、高齢化、ノーマラゼーション、地域社会の変化、社会保障・

社会福祉の動向、利用者本位、地域福祉、社会福祉の法制度、財政、少子高齢化と社会保障 

第 6 回 
生涯を通じた社会保障制度 (医療保健制度) 

医療保障制度の構造と体系、健康保険と国民健康保険、後期高齢者医療制度 

第 7 回 
生涯を通じた社会保障制度 (介護保険制度) 

介護保険、歴史、概要、課題と展望 

第 8 回 
生涯を通じた社会保障制度 (所得保障) 

所得保障、年金保障制度、社会手当 

第 9 回 
生涯を通じた社会保障制度 (公的扶助) 

公的扶助、生活保護制度の仕組み、低所得者対策 

第 10 回 
生涯を通じた社会保障制度 (社会福祉) 

社会福祉の分野、高齢者福祉、障害者福祉、ケアマネジメント、児童家庭福祉、少子化対策 

第 11 回 
社会福祉の実践 

社会福祉の実践と医療・看護、医療・看護・福祉の連携 

第 12 回 
社会保障制度の歴史 

社会福祉の歴史、利用者の立場にたつ社会福祉制度の構築（措置から利用契約制度へ） 

第 13 回・ 

第 14 回 
社会保障のあり方を考える(GW) 

第 15 回 単位認定試験／まとめ 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

健康支援と社会保障制度「社会保障・社会福祉」医学書院 

 

 

 



 

 

 

 

専門分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

実務経験のある教員等による授業科目 

看護研究(1 単位・30 時間) 

担当者 奥西 志穂 
開講時期 2 学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 探求心を持ち考え抜く力を持つことができる 

1.看護研究の意義と必要性を理解することができる 

2.看護研究の方法を理解することができる 

3. 1,2 を理解し研究的態度を修得することができる 

受講上の 

注意 

看護への関心をもって、3 年次のケースレポートに繋げましょう 

まずは、やってみよう・考えてみよう・わかった時の喜びを実感してみよう 

出席とレポート提出状況など平常点として、単位終講試験に加減します 

 

 

授  業  計  画 

第１回 研究とは?  看護研究とは?目的と目標 

第 2 回 研究の際の倫理的配慮 

第 3 回 研究デザイン 質的研究と量的研究 

第 4 回 情報収集と文献レビュー 

第 5 回 ケースレポートの進め方 

第 6 回 体験学習 看護ゼミナールに参加と講評 

第 7 回 体験学習 看護ゼミナールに参加と講評 

第 8 回 G/W リサーチクエスチョンの決定と文献検索 

第 9 回 G/W 文献検索と研究計画書 

第 10 回 G/W 研究計画書の作成・アンケートの作成 

第 11 回 G/W 考察・まとめ 研究論文作成 

第 12 回 G/W 研究論文まとめ  

第13回～

14 回 

G/W 発表  

第 15 回 単位認定試験 まとめ 

 

評価方法 単位認定試験 100 点 授業態度(G・W と発表)と授業の学び(筆記試験 50 点、課題 50 点     

出席状況で加減点有り) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

別巻「看護研究」医学書院 

黒田裕子「看護研究」学研 

松本孚、森田夏実「わかりやすいケーススタディの進め方」照林社 

 

 

 



 

臨床看護総論(1単位・30 時間) 

担当者 林 裕美 
開講時期 2 学年 前期 授業形態 講義・演習 

授業目標 対象の症状を改善するために必要な援助の方法を習得する 

1.臨床で見られる各症状の成り立ちや種類、特徴を理解する 

2.対象の症状を改善するために必要な援助の方法を理解する 

受講上の 

注意 

事前課題を行い、1 年時に学習した解剖生理学や病態治療学、基礎看護技術の復習を行うこと 

 

 

授  業  計  画 

第１回・

第 2 回 
呼吸障害のある患者の看護 

第 3 回・

第 4 回 
循環障害のある患者の看護 

第 5 回 栄養や代謝に障害のある患者の看護 

第 6 回・

第 7 回 
消化・排泄障害のある患者の看護 

第 8 回 コーピングに関連する症状(ストレス・不安)のある患者の看護 

第 9 回 生体防御に関連する症状(皮膚粘膜障害・高体温)のある患者の看護 

第 10 回・

第 11 回 
安楽に関連する症状(痛み・嘔気・嘔吐)のある患者の看護 

第12回～

第 14 回 

【演習】各症状の看護を実践しよう 

 1)事例患者の回復過程を促進するために必要な看護を考える 

 2)考えた看護を実践する 

第 15 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「臨床看護総論」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



実務経験のある教員等による授業科目 

地域・在宅看護概論(1単位・30時間) 

担当者 奥西 志穂 
開講時期 2 学年 前期 授業形態 講義・演習 

授業目標 1.在宅看護の概念と変遷について理解する 

2.在宅看護活動の対象とその家族を理解し、看護の特徴について理解する 

3.在宅看護の提供の場とそれぞれの特徴をふまえ、看護師の基本的活動とその視点について理

解する 

4.法、制度の理解をふまえ、訪問看護制度とサービス提供の具体的な内容を理解する 

受講上の 

注意 

事前学習、グループワーク、演習に積極的に取り組みましょう 

 

 

授  業  計  画 

第１回 社会の変化と地域・在宅看護の意義 

人々の暮らしと地域・在宅看護 

第 2 回 暮らしの基盤としての「地域」の理解 

第 3 回 在宅看護の特徴   5)在宅看護における看護師の役割 

第 4 回 在宅看護の対象者  1)対象者の特徴  

第 5 回 在宅看護の対象者  2)家族 

第 6 回 在宅療養の支援   1)在宅看護の提供方法 

第 7 回 在宅療養の支援   2)療養の場の移行 

第 8 回 在宅看護に関わる法令・制度とその活用 

第 9 回 在宅看護に関わる法令・制度とその活用 

第 10 回 在宅看護の関わる法令・制度とその活用 

第 11 回 在宅看護に関わる法令・制度とその活用 

第 12 回 在宅看護に関わる法令・制度とその活用 

第 13 回 療養上のリスクマネジメント 

第 14 回 在宅看護における権利保障 

第 15 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 85 点、課題 15 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「在宅看護論」医学書院 

「老年看護学概論」医学書院 

「国民衛生の動向」 

 

 

 

 

 



 

地域・在宅看護論Ⅱ<奈良の保健・医療・福祉>(1 単位・15 時間) 

担当者 安東 範明・信野 左千子・岡本 晴子・竹本 薫・吉川 泰典 

開講時期 2 学年 前期 授業形態 講義・演習 

授業目標 地域を支える保健・医療・福祉について理解する 

受講上の 

注意 

毎回、学習のまとめの用紙の提出があります。テストは最終日に提出するテーマに沿って、レ

ポートを作成してもらいます。 

 

 

授  業  計  画 

第１回 

奈良の保健・医療・福祉

について  

 

奈良県医師会の活動 (安東) 2 時間 

第 2 回 自治体で働く看護職の役割 (信野) 2 時間 

第 3 回 社会福祉協議会の活動 (岡本) 2 時間 

第 4 回 地域連携室の役割 (竹本) 2 時間 

第 5 回 保健所の活動 (信野) 2 時間 

第 6 回 保健センターの活動 (吉川) 2 時間 

第 7 回 住民活動の実際 (岡本) 2 時間 

第 8 回 まとめと振り返り (岡本) 1 時間 

  

  

  

  

  

  

  

 

評価方法 単位認定テスト 100 点(レポート 70 点、出席点 15 点、提出物 15 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

地域・在宅看護論Ⅲ<ケアマネジメントと多職種連携> 

(1 単位・30 時間) 

担当者 永原 桃・中北 仁子 

開講時期 2 学年 前期 授業形態 講義・演習 

授業目標 地域包括ケアシステムの中で健康を支援する多職種連携の実際や、看護の役割について理解す

る 

多職種と、互いの職種の特徴を活かしながら、対象の目標達成、課題解決に向けて検討し、情

報を共有できる 

受講上の 

注意 

1～6 回目の講義の内容を筆記試験で評価します。7～14 回目のグループ活動状況や、全体の出

席点を含めたルーブリック評価と合わせて最終評価します。 

 

 

授  業  計  画 

第１回 ケアマネジメントと社会資源の活用 

第 2 回 地域における多職種連携 

第 3 回～

第 5 回 

 

ケアマネジメントの実際 

居宅サービス計画書の検討 

第 6 回 

 

【演習】ケアマネジメントの実際 

グループ発表 

第 7 回～

第 10 回 

 

 

【演習】事例検討 自職種について 

第11回～

第 13 回 

 

【演習】協働演習 

第 14 回 リフレクション 

第 15 回 単位認定テスト 

 

評価方法 単位認定テスト 100 点(筆記試験 50 点、ルーブリック評価 50 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「在宅看護論」医学書院 

 

 

 

 

 

 



 

成人看護学援助論Ⅰ<急性期>(1単位・30 時間) 

担当者 髙原 恵・近藤 麻紀・有田 絵美  
開講時期 2 学年 前期 授業形態 講義 

授業目標 あらゆる健康レベルにある成人とその家族に必要な看護が理解できる 
1.急性期にある患者および家族への看護の特徴が理解できる 
2.周手術期にある看護の特徴が理解できる 
3.クリティカル看護の特徴について理解できる 

受講上の 

注意 

解剖生理学・病態生理学の知識を土台に、看護の実際では「看護」を中心に学習を進めていき
ます。既習の知識の復習をして授業に臨みましょう。 

 

授  業  計  画  

第１回 

～第 5回 

 

健康の危機状況にある成人の理解 

1)生命の危機状態にある対象の特徴と看護 2)集中治療を必要とする対象の

特徴と看護 

(髙原) 10 時間 

 

麻酔法 1)麻酔とは  2)全身麻酔  3)局所麻酔  4)全身管理 

周手術期の看護 1)手術の種類と適応  

2)手術における侵襲と生体反応 

3)創の治癒過程と創傷の保護 

4)手術前・手術中・手術後の看護 

第 6回～

第 8 回 

 

 

生命の危機状

態にある対象

への看護の実

際 

 

1)主要な症状を示す患者への看護 

①呼吸・循環・体温に関連する症状 

②栄養や代謝に関連する症状 

③ショック・アレルギーなど 

(高原) 6 時間 

第 9回～

第 11 回 

 

2)循環器系疾患をもつ患者の看護 

①虚血性心疾患(急性心筋梗塞・狭心症)患者の看護 

②心不全患者の看護 

③大動脈解離、不整脈の患者の看護 

 

（近藤）6 時間 

第 12回・

第 13 回 

3)消化器系疾患をもつ患者の看護 

①大腸がん患者の看護 

②胃がん患者の看護 

(有田) 4 時間 

第 14 回 4)乳腺疾患をもつ患者の看護 

①乳がん患者の看護 

 

（有田）2 時間 

 

第 15 回 まとめ 単位認定試験 (有田) 2 時間 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点)（循環器系 30 点、周術期 50 点、消化器・乳腺 20 点） 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「臨床看護総論」医学書院、「別巻 臨床外科総論」医学書院 

「別巻 臨床外科看護各論」医学書院、「循環器」医学書院 

「消化器」医学書院、「女性生殖器」医学書院 

 



 

成人看護学援助論Ⅱ<回復期>(1単位・15 時間) 

担当者 有田 絵美・扇田 百合・前田 裕美 
開講時期 2 学年 前期 授業形態 講義 

授業目標 あらゆる健康レベルにある成人とその家族に必要な看護が理解できる 

1.回復期にある患者および家族への看護の特徴が理解できる 

2.セルフケアの再獲得を余儀なくされた成人期にある患者および家族への看護が理解できる 

3.セルフケア再獲得を支持するための人的・法的システムが理解できる 

受講上の 

注意 

解剖生理学・病態生理学の知識を土台に、看護の実際では「看護」を中心に学習を進めていき

ます 既習の知識の復習をして授業に臨みましょう 

 

授  業  計  画 

第１回 セルフケアの低下状態にある成人の理解 

1)回復期とは 

2）リハビリテーション期とは 

生活の再構築への援助 

1)生活機能分類と生活機能障害の構造(ICF の概念) 

2)生活機能障害を引き起こす要因と、障害の広がり・影響 

3)生活の再構築とは 

4)生活機能と障害のアセスメント 

5)セルフケア再獲得のための支援の方法と人的・法的システム 

(有田) 2 時間 

第 2 回～

第 4 回 

セルフケア再獲得を目指す対象への看護の実際 

1)脳・神経疾患をもつ患者の看護  

①脳血管障害(脳梗塞・脳出血・クモ膜下出血)の患者の看護 

(扇田) 6 時間 

第 5 回～

第 7 回 

セルフケア再獲得を目指す対象への看護の実際 

2)運動器疾患をもつ患者の看護 

①脊髄損傷患者の看護 

②脊椎疾患患者の看護 

③骨折患者の看護 

(前田) 6 時間 

第 8 回 単位認定試験 (有田) 1 時間 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点)（生活再構築 20 点、脳神経 40 点、運動器 40 点） 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「臨床看護総論」医学書院、「別巻 リハビリテーション看護」医学書院 

「脳・神経」医学書院、「運動器」医学書院 

 

 

 

 

 

 



 

成人看護学援助論Ⅲ<慢性期>(1単位・30 時間) 

担当者 有田 絵美・前田 裕美・西岡 真琴・萬代 佐和子・小原 崇史 
開講時期 2 学年 後期 授業形態 講義 

授業目標 あらゆる健康レベルにある成人とその家族に必要な看護が理解できる 

1.慢性期にある患者および家族への看護の特徴が理解できる 

2.成人期にある患者の健康を支えるセルフマネジメントを理解できる 

3.健康教育の必要性と教育方法について理解できる 

受講上の 

 

注意 

解剖生理学・病態生理学の知識を土台に、看護の実際では「看護」を中心に学習を進めていき

ます。既習の知識の復習をして授業に臨みましょう 

 

授  業  計  画 

第１回 セルフマネジメントのための対象理解 

 1)慢性期とは     2)セルフマネジメントとは 

セルフマネジメントを推進する看護の方法  

1)成人教育       2)エンパワメントモデル 

3)自己効力理論  4)コミュニケーション理論 

(有田) 2 時間 

第 2 回 セルフマネ

ジメントを

目指す対象

への看護の

実際 

 

1)呼吸器系疾患をもつ患者の看護 

①慢性閉塞性肺疾患(COPD)患者の看護 
（前田）2 時間 

第 3～ 

第 6 回 

2)内分泌・代謝・膠原病疾患をもつ患者の看護 

① 糖尿病患者の看護   

② 甲状腺疾患・副甲状腺疾患患者の看護  

③ 膠原病患者の看護 

(小原) 8 時間 

第 7 回 3)腎・泌尿器系疾患をもつ患者の看護 ①腎不全患者の看護 （前田）2 時間 

第 8 回 4)血液・造血器系疾患をもつ患者の看護 ①白血病患者の看護 (萬代) 2 時間 

第 9回 5)運動機能障害のある患者の看護 ①関節リウマチ患者の看護 

(西岡)12 時間 

第 10～

第 12回 

6)神経機能障害のある患者の看護 

①筋ジストロフィー患者の看護 

②パーキンソン病患者の看護 

③ 筋委縮性側索硬化症(ALS)患者の看護 

第 13～

第 14回 

7)肝機能障害のある患者の看護 

①肝炎患者の看護 

②肝硬変患者の看護 

第 15 回 まとめ 単位認定試験 (有田) 2 時間 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点)（セルフマネジメント・血液 10 点、呼吸・腎泌尿器 20 点、 

内分泌 30 点、運動機能神経・肝機能障害 40 点） 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「臨床看護総論」医学書院、「呼吸器」医学書院、「内分泌・代謝」医学書院 

「アレルギー・膠原病・感染症」医学書院、「腎・泌尿器」医学書院 

「血液・造血器」医学書院、「運動器」医学書院、「脳・神経」医学書院、「消化器」医学書院 

 

 



 

成人看護学援助論Ⅳ<終末期>(1単位・15 時間) 

担当者 小林 さゆり 
開講時期 2 学年 後期 授業形態 講義 

授業目標 あらゆる健康レベルにある成人とその家族に必要な看護が理解できる 
1.終末期にある患者および家族への看護の特徴が理解できる 
2.終末期における全人的苦痛の緩和とその人らしく生きるための看護が理解できる 

受講上の注

意 

死生観を深めるきっかけになればと思います 

 

授  業  計  画 

第１回 終末期にある対象の理解   1)終末期とは 

緩和ケアの歴史と現状、チーム医療  

1)歴史と理念・現状     2)チーム医療の必要性とメンバーの役割 

緩和ケアにおける倫理的課題 

1)生命倫理の４原則     2)SOL と QOL 

3)患者の自己決定の自由の実現 (安楽死と尊厳死、リビングウィル、アドバンスケアプランニング） 

第 2 回～第

4 回 

がん患者の治療と看護  

1)手術療法・薬物療法・放射線療法 

2)身体的ケア 

 ・身体症状の特徴 

 ・症状マネジメントモデル 

・主要な身体症状のマネジメントとケア 

3)精神的ケア 

 ・精神的ケアと全人的苦痛 

・がんに対する心理的反応、危機介入、コーピングの理論 

・主要な精神症状のマネジメントとケア 

4)社会的ケア ・社会的苦痛 ・社会資源の活用 

5)スピリチュアルケア ・スピリチュアルペイン 

第 5 回 緩和ケアにおける看護介入と方法 

1)緩和ケアにおけるコミュニケーション 

2)緩和ケアにおける看護介入の特徴と治療的はたらき 

3)緩和ケアに用いられる看護介入 

タッチング、マッサージ、リラクセーション、イメージ療法など 

第 6 回 緩和ケアにおける看護の実際 

 1)肺がんで終末期にある患者の看護 

2)臨死期のケア 

3)家族のケア 

第 7 回 在宅における緩和ケアの実際 

第 8 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「臨床看護総論」医学書院、「別巻 緩和ケア」医学書院 

「別巻 がん看護」医学書院、「呼吸器」医学書院 

 

 



 

老年看護学援助論Ⅰ<加齢変化とアセスメント>(1 単位・15 時間) 

担当者 熊谷 江利子・山本 妙子 
開講時期 2 学年 前期 授業形態 講義・演習 

授業目標 老年看護学に必要な看護技術臨床判断能力基礎を身につける 

受講上の 

注意 

事前学習をして講義に挑んでください 

講義を受けた内容について、自分たちとの違いに注目し、視覚的な教材を自ら探して自分で学

ぶことや、日頃から五感を磨くようにしてください 

 

授  業  計  画 

第１回 高齢者の身体の加齢変化とアセスメント 

(熊谷)10 時間 

第 2 回 高齢者の身体の加齢変化とアセスメント 

第 3 回 高齢者にみられる身体症状とアセスメント(発熱・痛み・そう痒・脱水) 

第 4 回 高齢者にみられる身体症状とアセスメント(嘔吐・浮腫・倦怠感・褥瘡) 

第 5 回 パーキンソン病、パーキンソン症候群の看護ケア 

第 6 回 認知機能の障害に対する看護(うつ、せん妄) 

(山本) 4 時間 第 7 回 認知機能の障害に対する(認知症)・治療を必要とする高齢者の看護. 

ユマニチュードの演習 

第 8 回 単位認定試験 (熊谷) 1 時間 

  

  

  

  

  

  

  

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 加齢変化 70 点、認知機能 30 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「老年看護学」医学書院 

「老年看護学 病態・疾患論」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 



 

老年看護学援助論Ⅱ<老年看護技術>(1 単位・30時間) 

担当者 熊谷 江利子 
開講時期 2 学年 前期 授業形態 講義・演習 

授業目標 1.高齢者の健康障害時の諸問題をアセスメントし、高齢者とその家族に対する看護を理解する 

2.地域包括ケアシステムと多職種連携の中で老年看護の役割と機能を理解する 

3.人生の終末期にある高齢者の生命と人格を尊重する態度を養い、老年観を養う 

受講上の 

注意 

事前学習をしてください。 

今後看護計画し、実践で行うケアの具体的内容であるため、活かせるよう生活の場でやってみ

ることを勧めます。 

 

第１回 日常生活を支える基本動作 

第 2 回 高齢者疑似体験 

第 3 回・

第 4 回 

【演習】認知症があり老人保健施設で療養する高齢者への看護(事例提示) 

(GW：転倒リスク・摂食障害・清潔・生活リズム・コミュニケーションについて考える) 

第 5 回～

第 7 回 

【演習】場面設定シナリオ作成し、ロールプレイ 

【演習】まとめと発表(学びを中心) 

辻 体験高齢者のセクシュアリティと社会参加への看護 

第 9 回・ 

第 10 回 

治療を必要とする高齢者の看護(検査・薬物・手術) 

第 11 回 治療を必要とする高齢者の看護(リハビリテーション入院治療) 

第 12 回・

第 13 回 

エンドオブライフケア(「生きること」を支えるケア・意思決定への支援・終末段階に求められ

る援助) 

第 14 回 高齢者とリスクマネジメント 

第 15 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 老年看護技術 50 点、治療 50 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「老年看護学」医学書院 

「老年看護学 病態・疾患論」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

小児看護学援助論Ⅰ<経過別看護>(1 単位・15 時間) 

担当者 原 裕美子 
開講時期 2 学年 前期 授業形態 講義 

授業目標 あらゆる健康段階にある小児及び家族に必要な看護を理解する 

・健康障害が子どもとその家族にどう影響するのかを学び、健康障害や生活背景に応じた看護

を理解する 

受講上の 

注意 

 

 

 

 

授  業  計  画 

第 1 回 

 

子どもの状況(環境)に特徴づけられる看護 

1)外来における子どもと家族の看護 

2)入院中の子どもと家族の看護 

第 2 回 新生児の異常の看護 

第 3 回～

第 5 回 

 

 

 

 

 

 

疾病の経過と看護 

1)急性期にある子どもと家族の看護 

2)周手術期にある子どもと家族の看護 

3)慢性期にある子どもと家族の看護 

4)終末期にある子どもと家族の看護 

第 6 回～

第 7 回 

障害のある子どもと家族の看護 

第 8 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「小児看護学概論・小児臨床看護総論」医学書院 

「小児看護学各論」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 

 



実務経験のある教員等による授業科目 

小児看護学援助論Ⅱ<小児看護技術>(1 単位・15時間) 

担当者 熊谷 江利子 
開講時期 2 学年 前期 授業形態 講義・演習 

授業目標 小児看護に必要な基本的技術を習得する 

・子どもの特徴を踏まえて、安全安楽なケアを提供するための看護技術を習得する 

受講上の 

注意 

講義時間内だけで技術を修得することは困難です。臨床実習に直結するので各自で学習を確実

なものにしていきましょう。小児の特殊性を考えて理解しましょう 

 

 

授  業  計  画 

第１回～

第 3 回 

 

 

 

 

小児看護に必要な看護技術 

1)バイタルサイン測定 

2)身体計測 

第 4 回～

第 7 回 

 

 

 

 

 

 

検査・処置の看護 

1)抑制、固定 

2)救急処置  呼吸停止・心停止・誤飲・外傷(熱傷)・出血 

3)吸入 

4)採血・持続点滴の固定 

5)与薬(経口・注射・輸液） 

6)経管栄養 

7)採尿・浣腸 

8)骨髄穿刺・腰椎穿刺 

第 8 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「小児看護学概論・小児臨床看護総論」医学書院    

「小児看護学各論」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 



実務経験のある教員等による授業科目 

母性看護学概論 (1 単位・15 時間) 

担当者 上野 由美 
開講時期 2 学年 前期 授業形態 講義・演習 

授業目標 1.母性看護の対象とそれらを取り巻く社会の現状・課題を理解し、母性看護の意義と役割を理

解する 

2.対象のライフサイクルにおける性と生殖の意義や倫理について考えることができる 

受講上の 

注意 

母性、母子関係、父子関係、家族、育児などをキーワードに社会の中で何が起こっているのか

探索する姿勢を身につけましょう 

 

授  業  計  画 

第１回・

第 2 回 

母性看護の概念 

・母性とは・親になること・母子関係と家族発達 

・セクシュアリティ・リプロダクティブヘルス/ライツ 

・母性看護のおける倫理 

第 3 回 母性看護の対象を取り巻く社会 

・母性看護の現状と変遷・母子保健統計の動向 

・母性看護に関する法律と施策 

第 4 回 母性看護の対象理解 

・女性のライフサイクル・家族の発達段階 

・母性の発達、成熟、継承 

・性と生殖の機能のメカニズム 

第 5 回 女性のライフサイクルステージ各期における看護 

・ライフサイクルステージ各期における健康問題と看護(思春期・成熟期・更年期・老年期) 

第 6 回・

第 7 回 

リプロダクティブヘルスケア 

・家族計画・性感染症とその予防 

・人工妊娠中絶と看護・喫煙女性の健康と看護 

・DV、性暴力を受けた女性に対する看護 

・国際化社会と母子保健 

第８回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「母性看護学概論」医学書院 

「国民衛生の動向」 

 

 

 

 



母性看護学援助論Ⅰ<各期の健康問題と看護> (2単位・45 時間) 

担当者 福井 陽介、樋口 渚、中谷 真豪、山尾 佳穂・上野 由美・坂本 信子 

開講時期 2 学年 前期・後期 授業形態 講義 

授業目標 1．女性生殖器の構造と機能を理解する。 

2. 女性のライフサイクル各期の健康問題について理解し、健康障害時（女性生殖器疾患）の看

護を理解する。 

3. 正常妊娠、分娩、産褥、新生児の正常な経過を理解する。 

4. 妊娠期、分娩期、産褥期の異常についての要因や症状、治療法を理解し看護に必要な知識を

習得する。 

5. 周産期にある母子および家族の看護を理解する。 

受講上の 

注意 

 

 

授  業  計  画 

第１～7 回 14 時間 

(福井陽介) 

(樋口渚) 

（中谷真豪） 

（山尾佳穂） 

女性生殖器の構造と機能 

正常妊娠 

妊娠期の異常 

正常分娩  

分娩期の異常 

正常産褥・産褥期の異常 

正常新生児 

第 8～9 回 14 時間 

(上野由美) 

妊娠期における看護 

第 10～11 回 分娩期における看護 

第 12～13 回 産褥期における看護 

第 14 回 新生児期における看護 

第 15～17 回 6 時間 

(上野由美) 

女性生殖器疾患の看護 

第 18～22 回 11 時間 

(坂本信子) 

すべての講義を「調べて考えてアウトプットする講義」とする 

看護計画立案に至る根拠とアセスメント能力の定着を図る 

妊娠期から新生児期（妊娠高血圧腎症） 

分娩期から新生児期（吸引分娩・弛緩出血） 

産褥期のメンタルヘルス問題（早産・死産） 

症例問題は子宮内反症の症例から看護を考える 

すでに終えているハイリスク妊婦、ハイリスク産婦、ハイリスク褥婦の病態理解

を元にしているため課題はない 

2 人か 3 人のグループワークが中心 

欠席の場合はワークシートを自ら記載し提出とする 

テストは症例問題の一題（30点） 

第 23 回 単位認定試験 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 Dr 担当分 30 点  正常編 40 点  異常編 30 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「母性看護学各論」医学書院 

 



実務経験のある教員等による授業科目 

精神看護学概論(1 単位・15 時間) 

担当者 髙原 恵 
開講時期 2 学年 前期 授業形態 講義・演習 

授業目標 1.人間の心の発達と心の健康に影響する要因、心の健康の保持・増進のために必要な援助を理

解することができる 

2.精神障害のある対象の置かれてきた歴史的・社会的背景を理解し、対象を一人の人間として

尊重することができる 

受講上の 

注意 

 

 

授  業  計  画 

第１回 精神看護学の考え方 

（精神看護学の概念、精神看護学の対象と看護師の役割） 

第 2 回 心の健康 

危機状況と心の動き 

第 3 回 ライフステージとメンタルヘルス 

 

第 4 回～ 

第 7 回 

精神医療と看護の歴史的変遷 

精神医療と法制度 

第 8 回 単位認定試験 

  

  

  

  

  

  

  

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「精神看護学①」「精神看護学②」医学書院 

参考書：精神看護学 精神保健 メジカルフレンド社、医歯薬出版・金原出版 

 

 

 

 



 

精神看護学援助論Ⅰ<健康問題>(1 単位・15 時間) 

担当者 髙橋 久美子 
開講時期 2 学年 前期 授業形態 講義 

授業目標 各発達段階に応じた心の危機的状況について、その特徴を理解する 

精神疾患についての理解を深めることができる 

受講上の 

注意 

 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回 危機とは・発達段階(乳・幼児期) 

第 2 回 発達段階(児童期・思春期) 

第 3 回 発達段階(思春期以降)医療現場における危機の諸相 

第 4 回 精神保健活動の展開 

第 5 回 一次予防の場：家庭、学校、職場 

第 6 回 薬物アルコール中毒・依存 

第 7 回 児童精神 

第 8 回 単位認定試験 

  

  

  

  

  

  

  

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「精神看護学①」「精神看護学②」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 



 

基礎看護学実習Ⅱ(2 単位・90 時間) 

担当者 林 裕美 
開講時期 2 学年 前期 授業形態 実習 

授業目標 看護過程の展開技術を臨床場面で適応し、その技術を習得する 

受講上の 

注意 

1 年次の看護過程を復習し、積極的に実習しましょう 

 

授  業  計  画 

 

1 日目 

 病院・病棟オリエンテーション 

 病棟の環境、入院患者の生活環境・日常生活援助の見学 

 受け持ち患者紹介・コミュニケーション・情報収集 

 情報収集から患者の全体像の把握 

2 日目 

 受け持ち患者とコミュニケーション・情報収集 

 情報収集から患者の全体像の把握 

 受け持ち患者の援助見学 

3～6 日目 

 受け持ち患者とコミュニケーション・情報収集・アセスメント 

 患者の推定問題抽出 

 受け持ち患者の援助見学 

 (実習 6 日目)中間カンファレンス 

7～10 日目 

 受け持ち患者とコミュニケーション・情報収集・アセスメント 

 看護計画立案・具体策の立案 

 援助の実施・評価修正 

 (実習 10 日目)最終カンファレンス 

 

評価方法 実習評価（ルーブリック評価） 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「基礎看護学」 医学書院 

 

 

 

 

 

 



スポーツレクリエーションⅡ(1単位・15 時間) 

担当者 橿原健康スポーツクラブ KKSC指導者 

（桝井・戌亥・小野澤・安藤・前川） 
開講時期 2 学年 後期 授業形態 講義・実技 

授業目標 1. スポーツ・身体活動を通して心身をリフレッシュする 

2. 自らの健康意識を高め、生涯にわたる健全な心身の育成を目指す 

3. 安全に集団でスポーツを楽しむ意義や方法について思考を深める 

受講上の 

注意 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回 ガイダンス・はじめの体操・ビーチボールバレー基本動作・グルーピング 

第2～3回 ヨガ  基本の呼吸法・ポーズ 

第 4 回 はじめの体操・ビーチボールバレー ゲーム方式 

第5～7回 ヨガ 

第 8 回 単位認定試験 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

評価方法  

実技テスト（はじめの体操・ヨガ基本ポーズ） 

単位認定 100 点 （出席点 40 点・筆記試験 30 点・実技試験 30 点） 

 

備考  

ヨガマットは各自準備 

ビーチボールバレー用ボールは貴校が準備 

準備体操で使用する CD デッキは貴校のものを使用 

ヨガ授業：水曜日（13：00～14：30） 

スポーツ授業：金曜日（10：40～12：10） 

実施日程については別紙日程表の通り 

 



 

 

 

専門基礎分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

臨床判断方法論(1 単位・15 時間) 

担当者 髙原 恵 
開講時期 2 学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 症状から病態を推論し、実践を通して臨床判断の基礎的能力を身につける 

1)臨床判断のプロセスである「気づき」「解釈」に焦点をあて、健康状態に関連する情報を意図

的に収集し、症状のメカニズムとそれに伴う生体の変化や徴候を推測することができる 

受講上の 

注意 

講義・演習で提示された課題への取り組み姿勢や提出物のルールの遵守など、すべて評価点に

含まれていることを意識して、主体的に臨んでください。 

3 年生の「統合看護技術」の授業科目における“患者体験”も評価の対象です。 

 

授  業  計  画 

第１回 

臨床判断とは？ 

臨床判断モデル 

臨床判断プロセス「気づく」「解釈する」「反応する」「省察する」 

第 2 回 

【事例学習】 

これまで学習した知識を駆使して、患者の状態を推論（アセスメント）する 

根拠（メカニズム）をもとに考える 

第 3 回 

第 4 回 

【事例学習】グループワークと演習（看護実践） 

これまで学習した知識を駆使して、患者の状態を推論（アセスメント）する 

根拠（メカニズム）をもとに考える 

第 5 回 

第 6 回 
統合看護技術の“患者体験”をとおして臨床判断について考える 

第 7 回 
【事例学習】 

統合看護技術の看護実践場面のリフレクション ／ まとめ 

第 8 回 単位認定試験 

  

  

  

  

  

  

  

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験および事前事後学習・課題・出席状況を含む平常点で評価) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「解剖生理学」「病態治療学」「病態薬理学」「臨床看護総論」ほか 

 

 



 

公衆衛生学Ⅱ<公衆衛生活動の実際>(1 単位・15時間) 

担当者 三浦 康代 単元 公衆衛生活動の実際 

開講時期 2 学年 後期 授 業 形

態 

講義 

授業目標 1. 個人および集団・社会における健康増進、疾病予防を実践するための方法を理

解する 

2. 地域における保健・公衆衛生活動の実際と課題について理解できる 

受講上の 

注意 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回 
ガイダンス 

地域における公衆衛生の実践（公衆衛生看護とは）  母子保健 

第 2 回 成人保健 

第 3 回 高齢者保健 

第 4 回 精神保健 

第 5 回 障害者保健・難病保健・歯科保健 

第 6 回 産業保健・学校保健 

第 7 回 健康危機管理・災害保健・地方病 

第 8 回 単位認定試験（45 分） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

評価方法 単位認定試験（筆記試験６割、確認テスト３割、地方病のレポート１割で評価） 

デジタル 

テキスト 

参考書 

健康支援と社会保障制度②「公衆衛生」医学書院 

 

 

 

 

 

 



 

専門分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 



 

地域・在宅看護論Ⅳ<地域・在宅看護技術>(1単位・30時間) 

担当者 河井 さゆり 
開講時期 2 学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 地域で療養している対象者とその家族の健康レベルに応じた看護の基本が理解できる 

受講上の 

注意 

毎回、リフレクションシートで振り返りを行います。リフレクションシートの提出は評価に含

めます 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回 

 

地域・在宅看護の活動を支えるコミュニケーション 

在宅看護における観察やコミュニケーションの特徴と指導方法 

第 2 回・

第 3 回 

在宅看護における移動・移乗に関する在宅看護技術 

地域・在宅で求められる環境調整と移動・移乗に関する援助方法 

第 4 回・

第 5 回 

呼吸に関する在宅看護技術 在宅看護における呼吸管理や援助方法 

HOT NIPPV HMV 吸引 

第 6 回・

第 7 回 

食生活・嚥下に関する在宅看護技術 在宅看護における食生活の特徴や援助方法 

HPN 胃ろう管理 服薬管理 

第 8 回 排泄に関する在宅看護技術 在宅看護における排泄の特徴と援助方法 

第 9 回 膀胱カテーテル管理 ストーマ管理 

第 10 回・

第 11 回 

清潔に関する在宅看護技術 在宅看護における清潔の特徴と援助方法 

衣生活 褥瘡管理 

第 12 回・

第 13 回 

【演習】事例展開 グループワーク 

第 14 回 グループ発表 

第 15 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 70 点、出席点 15 点、提出物 15 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「在宅看護論」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 



 

地域・在宅看護論Ⅴ<看護過程と地域・在宅看護の実際> 

(1 単位・30 時間) 

担当者 岡野 雅洋子・山上 由美子・細川 喜美恵・河井 さゆり・山本 大介 

開講時期 2 学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 地域で療養している対象者とその家族の健康レベルやライフステージに応じた看護の実際が

理解できる 

地域で療養している対象者とその家族の特徴をふまえた看護過程の展開が理解できる 

受講上の 

注意 

1～7 回目の講義終了後、レポート課題を提示します 

8～14 回目の事例展開は、提出物で評価します 

 

 

授  業  計  画 

第１回 地域で療養している高齢者とその家族に対する援助の実際  (山上) 2 時間 

第 2 回 地域で療養している小児とその家族に対する援助の実際 

(河井) 6 時 

（山本）2 時間 

第 3 回 地域で療養している精神障害をもつ対象者とその家族に対する援助の実際 

第 4 回 地域で療養している終末期にある療養者とその家族に対する援助の実際 

第 5 回 地域で療養している難病をもつ療養者とその家族に対する援助の実際 

第 6 回 地域で展開されている母子保健活動の実際 (細川) 2 時間 

第 7 回 地域で展開されている認知症対策や、認知症をもつ対象者に対する援助の実

際 
(山上) 2 時間 

第 8 回～

第 12 回 

【演習】事例展開 

(岡野) 16 時間 第 13 回 【演習】計画に沿ったシナリオ作成 

第 14 回 【演習】ロールプレイ演習 

第 15 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点(事例展開提出物 50 点、レポート点 35 点、出席点 15 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「在宅看護論」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

成人看護学援助論演習(1 単位・30 時間) 

担当者 有田 絵美 
開講時期 2 学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 あらゆる健康レベルにある成人とその家族に必要な看護が理解できる 

1.看護過程の展開の基礎理論や事前学習を活用し、対象に必要な看護を導く思考を身につける

ことができる。 

2.症状のメカニズムを基盤にアセスメントの視点や看護援助の根拠が理解できる。 

3.看護実践を通し、看護に必要な看護技術を身につけることができる。 

受講上の 

注意 

開講前に事前学習を提示します。評価点に含まれるだけでなく、“周術期の看護展開”を進めて

いく上で必要な知識であることを意識して、事前課題に取り組みましょう。 

実習に近い形で、演習も多く取り入れながら、カルテからの情報収集、解釈・分析、計画立案、

看護実践、評価を繰り返していきます。主体的に授業に参加しましょう。 

 

授  業  計  画 

第１回 健康危機状態にある患者の看護過程の展開（胃がん・周手術期） 

対象を捉える視点の理解 

第 2 回 事例を用いた看護過程の展開 ～事例紹介と既習の知識の確認～ 

事例紹介（模擬事例：胃がんで手術を受ける患者 周手術期） 

既習の知識と照合し、必要な情報の収集と情報整理 

第 3 回 

第 4 回 

第 5 回 

事例を用いた看護過程の展開 ～情報収集と解釈・分析～ 

 ～全体像の把握と看護上の問題の整理、看護計画の立案～ 

 術前・術中・術後の情報から術後合併症の予測（解釈・分析） 

術後合併症を予防するための看護 

第 6 回 

第 7 回 

事例を用いた看護過程の展開 ～看護実践と看護計画の評価・修正～ 

看護実践の実際と評価（ロールプレイ・演習） 

第 8 回 

第 9 回 

事例を用いた看護過程の展開 ～看護実践と看護計画の評価・修正～ 

看護実践の実際と評価（ロールプレイ・演習） 

第 10 回 

第 11 回 

事例を用いた看護過程の展開 ～看護実践と看護計画の評価・修正～ 

看護実践の実際と評価（ロールプレイ・演習） 

第 12 回 

第 13 回 

事例を用いた看護過程の展開 ～看護実践と看護計画の評価・修正～ 

看護実践の実際と評価（ロールプレイ・演習） 

第 14 回 

第 15 回 

事例を用いた看護過程の展開 ～看護実践と看護計画の評価・修正～ 

まとめ ／ 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点 （看護過程・事前事後学習・課題・出席状況含めて 100 点） 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「基礎看護技術Ⅰ・Ⅱ」医学書院、「臨床看護総論」医学書院 

「別巻 臨床外科看護総論」医学書院、「別巻 臨床外科看護各論」医学書院 

「消化器」医学書院 



 

 

老年看護学援助論Ⅲ<看護過程>(1 単位・15 時間) 

担当者 中北 仁子 
開講時期 2 学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 高齢者の健康障害時の諸問題をアセスメントし、高齢者とその家族に対する看護を理解する 

1)健康を障害された高齢者の ADL 自立のための科学的根拠に基づいたアセスメントができる 

2)疾患だけでなく加齢現象や生活史を考えた看護援助の具体的な計画が立案できる 

受講上の 

注意 

高齢者の健康障害・疾病のあらわれ方の特徴や、診断、治療過程について振り返り、具体的な

方法が立てられるよう既習の知識を使って、自分でまず考えてください 

提出日に遅れないこと 

 

授  業  計  画 

第１回 看護過程の展開(看護過程の復習、様式の説明など) 

第 2 回・

第 3 回 

【演習】事例提示(認知症高齢者で脳血管障害による片麻痺の高齢者への看護) 

症状に合わせ、高齢者の発達課題を配慮し、生活背景を尊重した看護を展開する 

個人で情報収集し、アセスメント 

第 4 回・

第 5 回 

【演習】グループで計画作成し、シナリオ作り 

第 6 回・

第 7 回 

【演習】一場面をロールプレイし、評価、修正、まとめ 

第 8 回 単位認定試験 

  

  

  

  

  

  

  

 

評価方法 単位認定試験（看護過程・事前事後学習・課題・出席状況含めて 100 点） 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「老年看護学」医学書院 

「老年看護学 病態・疾患論」医学書院 

 

 

 

 

 

 



 

 

小児看護学援助論Ⅲ<看護過程>(1 単位・15 時間) 

担当者 中北 仁子 
開講時期 2 学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 小児看護に必要な基本的技術を習得する 

・子どもの特徴を踏まえ、個別性に配慮した看護展開ができる 

・子どもの権利と倫理的配慮に基づいた援助について考えることができる 

受講上の 

注意 

講義時間内だけで技術を修得することは困難です。臨床実習に直結するので各自で学習を確実

なものにしていきましょう。小児の特殊性を考えて理解しましょう 

 

 

 

授  業  計  画 

第 1 回～

第 4 回 

 

【演習】小児の看護展開 

1)アセスメント 

2)看護計画 

3)実施 

4)評価 

 

 

 

第 5 回～

第 7 回 

 

子どものケアに必要な基本的技術 

1)コミュニケーション技術 

2)指導技術 

3)プレパレーション・ディストラクション 

4)遊びの活用 

 

第 8 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 50 点、看護過程・事前事後学習・課題・出席状況含めて 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「小児看護学概論」医学書院  

適時資料は配布します 

 

 

 

 

 

 



 

 

母性看護学援助論Ⅱ<看護過程>(1 単位・15 時間) 

担当者 西岡 美樹 
開講時期 2 学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 1.母性の特性をとらえた褥婦の事例の看護過程の展開方法が理解できる 

2.妊産褥婦の必要な看護技術を演習を通して学ぶ 

受講上の 

注意 

・母性看護学援助論Ⅰの知識を統合させて丁寧に取り組むことが大事です 

・臨地実習に直結するのでしっかりと取り組みましょう 

 

 

授  業  計  画 

第 1 回・

第 2 回 

母性看護における看護過程 

事例紹介・説明・情報収集 

第 3 回～

第 5 回 

情報整理・アセスメント・計画 

第 6 回・

第 7 回 

【演習】母性看護技術演習 

第 8 回 まとめ／単位認定試験 

  

  

  

  

  

  

  

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 50 点、レポート 50 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「母性看護学各論」医学書院 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

精神看護学援助論Ⅱ<精神看護技術>(1 単位・15時間) 

担当者 野村 佳香 
開講時期 2 学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 精神科看護を通して精神看護の基礎を理解することができる 

精神看護を行う上で重要となる、看護師の自己洞察について理解することができる 

受講上の 

注意 

 

 

 

 

授  業  計  画 

第１回 治療環境を学ぶ 

第 2 回 ケアの前提と原則・方法・患者―看護師関係でおこること  

第 3 回 患者のアセスメントと看護の展開・抗精神病薬の有害反応について 

第 4 回 統合失調症患者の看護 ～精神症状と看護～ 

躁鬱患者の看護 ～症状と看護～ 

第 5 回 症状アセスメントとマネージメント 

第 6 回 セルフケア拡大と対人関係能力の強化に関する技術 

第 7 回 回復を支えるさまざまな方法と精神科リハビリテーション 

第 8 回 単位認定試験 

  

  

  

  

  

  

  

 

評価方法 単位認定試験(筆記試験 100 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「精神看護学①」「精神看護学②」医学書院 

 

 

 

 

 



 

 

精神看護学援助論Ⅲ<看護過程>(1 単位・30 時間) 

担当者 髙原 恵 
開講時期 2 学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 1．精神に障害のある対象の健康問題に対する看護が展開できる。 

2．看護場面での患者―看護者関係の相互作用の過程を明らかにする方法を理解する 

受講上の 

注意 

事例をもとに、実習記録用紙を用いて授業を進めていきますが、記録の仕方を学ぶのではなく、

その記録用紙を用いて、対象の何が見えてくるのかを考えることが大切です。 

看護過程の課題が多くなります。学習計画を立て、主体的に取り組んでください。 

 

授  業  計  画 

第 1 回 オレム・アンダーウッドのセルフケア理論 

第 2 回 事例の疾患理解 ／ 既習の知識の確認 

第 3 回 事例を用いた看護過程の展開 

事例紹介 

情報収集と整理をして基本的条件付けの要素（データベース）に取り組む 

第 4 回 情報収集と整理をして普遍的セルフケア要素（解釈・分析）とセルフケアレベルの査定をする 

① 空気・水・食物 

② 排泄 

第 5 回 ③ 個人衛生 

④ 活動と休息のバランス 

第 6 回 ⑤ 孤独と付き合いのバランス 

⑥ 安全と安寧を保つ能力 

第 7 回 

 

全体像の把握と看護上の問題の抽出（関連図） 

第 8 回 

第 9 回 

看護計画の立案 ・・・ ＧＷ 

第 10 回 

第 11 回 

看護実践の実際と看護計画の評価・追加・修正 ・・・ ＧＷ・演習 

第 12 回 自己理解・対象理解を深めるプロセスレコード① 

プロセスレコードの活用目的と方法 

第 13 回 

第 14 回 

自己理解・対象理解を深めるプロセスレコード② 

プロセスレコードの記述と評価の実際 

第 15 回 患者－看護師関係（45 分間 講義）／ 単位認定試験（45 分間） 

 

評価方法 単位認定試験 100 点 （看護過程・事前事後学習・課題・出席状況含めて 100 点） 

デジタル

教科書、

他 

「精神看護学」医学書院 



 

 

国際看護・災害看護(1単位・30時間) 

担当者 濱嶋 奈美・辻谷 太・福島 英賢・浅井 英樹 
開講時期 2 学年 後期 授業形態 講義・演習 

授業目標 1．災害が人々の健康や生活に及ぼす影響と災害サイクルや被災者の特徴に応じた看護に

ついて理解する 

2．災害に備えた普段からの看護活動や連携の必要性を理解する 

3．看護の国際協力の仕組みや活動を学び、国際看護の必要性を理解する 

受講上の 

注意 

 

災害看護 

災害が社会の変化や地域の人々との暮らしと密接に関係しながら、人々の生命や生活に影

響を及ぼすことを理解する 

身近に起こる出来事であると認識し、危機的状況下での自助・互助・共助・公助について

考えておく 

 

 

授  業  計  画 

第 1 回 国際看護 

10 時間 

 

異文化を理解する。考え方・価値観の違いとは 

(濱嶋) 8 時間 

第 2 回 看護とグローバルヘルスと国際看護、世界市民に・地域市民に 

第 3 回 開発途上国の健康問題 自分のこととして考えてみる 

第 4 回 国際機関の働き 看護の本質はかわらない 

国際協力活動と看護職に求められるもの(役割) 、看護に国境

はない 

第 5 回 事例を通して国際看護を考えてみる (濱嶋) 2 時間 

第 6 回 災害看護 

20 時間 

災害看護学の歩み 災害医療の基礎知識 (福島) 2 時間 

第 7 回～

第 9 回 

災害看護の基礎知識 (DVD 視聴) 
(辻谷) 6 時間 

第 10 回 

 

災害サイクルに応じた活動現場別の災害看護 

1)急性期・亜急性期(校内演習 START 法、トリアージの実際) 

(浅井) 2 時間 

 

第 11 回・

第 12 回 

2)慢性期・復興期(避難所、仮設住宅) 

3)静穏期 
(辻谷) 4 時間 

第 13 回 被災者特性に応じた災害看護の展開 

(辻谷) 6 時間 第 14 回 災害とこころのケア 

第 15 回 単位認定試験 

 

評価方法 単位認定試験 100 点(筆記試験 国際看護 40 点、災害看護 60 点) 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「災害看護・国際看護」医学書院 

 

 

 



 

 

 

成人老年看護学実習Ⅰ(2 単位・90 時間) 

担当者 有田 絵美 
開講時期 2 学年 後期 授業形態 実習 

授業目標 あらゆる健康レベルにある成人・老年期の対象とその家族に対し、個別性に応じた看護が実践

できる 

1．対象を生活者として理解し、健康障害・機能障害を持ちながら、その人らしい生活を送る 

ための看護が実践できる 

受講上の 

注意 

 

 

授  業  計  画 

 

10 日間病棟実習 

1 日目 

病棟オリエンテーション 

受け持ち患者の決定、患者紹介 

情報収集 

受け持ち患者を中心とした援助の見学 

2 日目～5 日目 

情報収集・整理・解釈・分析 

受け持ち患者を中心とした援助の見学、一部実施 

看護上の問題の抽出 

（病棟実習 5 日目）中間カンファレンス 

6 日目～10 日目 

看護計画立案 

看護計画に基づいた援助の実施・評価・修正 

（病棟実習最終日）最終カンファレンス 

 

評価方法 実習評価（ルーブリック評価） 

デジタル 

テキスト 

参考書 

「成人看護学」 医学書院 

「老年看護学」 医学書院 

 

 

 

 



 

 

 

 


